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久留ネの右梯喬

おおはし歴史公園に復天された右渾大橋

1 石浦大橋（久留米市大橋町合楽）

久留未から豊後に向かう翌後街道は、耳．納 山地沿いに草野町を通逢する山辺道と筑後J||；合いに走
こせ

り田王丸町を通過する下這がありました。この右橋は豊後下道が筑後）IIの支流である巨努川を越え

る地点である指出キオと右浦村の問に架けられた宅のです。
はやがね

この橋は元禄11年に違造されています。福岡県では大牟田市の国指定早蹂眼鏡橋（廷宝2年 ・1674)、

筑後市熊野の県指定熊野神社の眼鏡橋（元禄10年 ・1697)に次ぐ古いもので、桁橋では最宅古い宅の

です。

規模構造は桁行5間（往真々距離で15.900m)、梁行2間 （同前4.030m)の右造往梁式の右梧です。

中央往間が2問 (13尺）、他の四往間寸法は10尺、梁行方向七2往間寸法1間 (6.5尺）で設計されています。
や 工ごたいし

石材は肘木、特、梁材と宅江戸時代後期に活発な利用が始まる山北右（う季羽郡浮羽町）です。往脚は

上部下部の二本で構成されており、中央部が最宅高く、商端が約50cm低いことから、中央部か粛くな

った橋です。享和 2年 (1802)の『筑紫紀行』によれば、梁には丸木木材を敷木として利用 し、そのJ:.に

土 をかぷせた「土橋」であったようです。

石橋は1可度七補疹を重ねてきていますが、中央桁(1).J:.流1則の面 に「桁梁改造之 8月和二乙酋三月」と

あり 、これが最初の補修です。それ以後は明治初年に桁上を今日のみかげ右に替え、大正10年(1922)に



（昭和40年代の右浦大核）
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（「天猫11年 」
路のある桂）

は鉄筋コンクリー トをもって北1則に組ぎ足し、木製貫を含却筋コンクリ ー トに改めています。昭和28年

(1953)には鉄筋 コンクリー トの棚干が造られるなど、修理補修がなされました。しか し、昭和48年に

ホ害のおそれ、道路交通の不1更、襦桁の折損で危除 な状悲にあるということから、やむなく右材を1品

存し、1夏元を待 っことが決まり 、同50年3月には解体 され、音財オは善導寺に1昂菅されることになりました。

昭和56年には地 元大橋校 区 よ り右浦大橋の復元の要望があり、同63年 には地元より右浦大橋を復

元してこれを校 区町作りのシンボルとする旨の陳述書が提出されています。平成4年 には復元地の検

討及び、地元と行政内部の協議に入 り 、平成8•9年の 2 か年で『地域総含整源事業』の 「ふるさとづくり

事業」（自う台省）によって「おおは し歴史公園」事業を立ち上げ、その公園のメ イ ンと して石橋を復元し

ま した。1呆管右材 は使用可熊・補疹力s，又要・1吏用不可能・欠陥右材に分類し、可能な限り角酎本部材 を1吏

用 し、新部材 は原右 山地（山北右）周辺の同等 の右材を利 用しています。また、右橋の石桂基衷工事は、
はし；；； と・う 廿

解1本工事際、未調査であったため、類似1列の架誤技術 （梯子胴木と呼ばれる方法）を参考に施行してい

ます。元禄11年から丁度300年にあたる平成10年3月に復元が完了

し市民に公開することになりま した。

｛参考文献｝

山本雌雄 『大橋解体工事報告書一久留米市大稿町所在の元禄銘古橋の調査ー』
（久留米土木事務所昭和50年 [1975])

みたらいばし

2高良山御手洗橋（久留米市御井町字梅ヶ谷206-1他）

粛良山の1日参道を末次四郎が寄進した標右をたどりつつ登つていくと、放生池（御手洗池）は「四町」

の標右 のすぐ上にあ ります。この池に架けられた橋が御手洗橋です。この池は参道の下を流れる南谷

と吉見獄から流れてくる北谷の水を集めてできた宅のです。今ではすっかり水輩は減ってしまいま

したが、かつては有名な者の名所で した。

ここは元は山田で、：召地の状紐であり土橋がかかっていたが、享荏年閉(1726,-_.,35)に橋を架け、：也

の中島に経文を埋めたと伝えてられています。安永年間には久留未藩が放生う也を営んだと毎えられ、

久留ネ藩の正史である『禾府年表』安示元年(1772)の条には「＋一月布良山放生池御手洗橋成る」と記

緑されています。この時期に橋が延設されたのは事 実で しょう。現存する御手洗橋の金銅製擬宝珠の

刻団名に「安示二癸巳年六月吉祥日 索良山御手う先橋」 とあるからです。

この池は藩の御路地方の管理であったことから、橋の延言女セ藩営工事であったと推測されますが、
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〈志良山御手洗栖）

安 示架捺の橋か‘木橋であったのか右橋であったのかは不明です。

現存する御手洗橋は享和3年 (1803)に架橋された宅ので、桁行5間 (10.090m)、梁行 2閉 (4.030m)

の桁橋です。その両側に 1閉分の袖索欄がつきます。袖布欄を含めば全長は桁行14.134m、梁行は

5.950mです。

構；造は梁が中央で 2分され、角梁と宅 2パーツにな ります。桁は中央で梁受桁1間を渡し、梁受桁

はJ:.部に反りを持っています。床受の桁は南から各往上で継いでおり 、部材は6パーツからなります。

床右は梁桁に 3枚が並び、下部の床桁受上でつなぎます。

溶襴、地覆右、貫は平桁で農宝珠往は月ヰ主です。擬宝珠柱には金銅金物の擬宝珠か‘行いていますが
，，・える文た

21固は鉄製の宅のが行 いて い ます。高欄の1疑宝珠往間にある中央の束の左右タト1則に幕股状半片 形をつ

くり出しているのは特徴 的です。右材は浮羽郡の山北右でしょう 。山北右であれば、右エ宅山北右 エ

でありましょうが、それを明らかにする資料はありません。

なお、安示2年合名の擬宝珠は亨和 3年 の再這の際に橋の歴史を伝えるために声利用されたのでし ょう。
ご ょう し、モのし

この金蔀l擬宝珠は久 留禾藩の御用鋳物師植木家の貴重な作品で宅あります。

違造年代は明嘩であり、1某存状既宅良く、由緒宅ある右橋の残存捌として重要なものと評涸されています。

｛参考文献｝ 佐藤正彦 「高良山御手洗橋調査報告」 1999 久留米市立御井小学校父母教師会編
稲次成令 •浅野陽吉共著 ・ 古賀寿編 『高良山雑記』 1969

『御井町誌』 1986 

3五穀神社の石橋（久留米市通外町58-1)
よ9ゆマ

寛永2年(1749)、久留未藩七代藩主有馬頼復によって怠＇」逗された五穀神社の放生池にかけられた右造反

橋です。

この神社は藩営に近い宅のであり、神社神殿は大庄屋中から、拝殿は総郡中から寄進されたものです。

この右楢宅文1t.3年(1808)に総郡中から寄進された宅のです。

本来は桁行5fa"!(9.610m)、梁行2間(2.810m)の右造桁橋です。袖布欄部分まで含めば全長12.920m とな

ります。現在は中央に コンクリー トの月支往が入れられているため桁行は6間となっています。本欄付 き



（五穀神社の右橋一市指定文化財）

挺宝珠柱は片側に 5本あり、反橋上には 3本あります。ネ由粛欄挺宝珠社は円形啜右上に立てられます。

橋声側の 1間の袖粛欄部分は土間床です。鉄製1疑宝珠は当初の宅 のではなく 、戦後の寄進です。束は

曲線の鼓形で、反揉部分は1疑宝珠往閉に31固、袖高欄部分には 11固が配置されています。

反橋中央部は円往状に肘木をのせて梁をうけ、前後往上の月寸木は桁方向で、中央中往は梁方向です。

中央中往上は肘木を梁方向にのせ、その肘木上に桁を入れて梁をのせて床受け桁を受けます。反橋の

両端部のオ王は角材で、月才木上に梁をのせ床受特を受けています。床右は3fリに分かれ、東面で25牧、中

央で23枚、西側で22牧です。右材は長野右（へ女市長野産出の阿蘇凝灰岩）で、察造したの は同所 の右

二であることから、吉時の筑後地方の架橋技術を しめすものと して、また、市肉 では布良山御手洗橋

についで古い橋であり、貴重な右造反橋として平成12年2月に市の文1t.財指定を受けま した。

（参考文献｝判屋八平 『（仮）五殻神社作り物絵固J天保3年(1832)
般田丈助 『公用見l閉録』 天保5年(1834) 佐藤正彦 『五穀神社反橋調査報告」 J999 
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